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ポーランド政治・経済・社会情勢 
（２０１９年４月４日～２０１９年４月１０日） 

平成３１年（２０１９年）４月１２日 

H E A D L I N E S 

政治 
与党「法と正義」党大会の開催 

欧州議会選挙に向けた「欧州連立」の党大会の開催 

教員労働組合による全国ストライキの開始 

モラヴィエツキ首相による内閣改造に関する発言 

モラヴィエツキ首相，リトアニアを訪問 

ポルトガル国防相のポーランド来訪 

ブカレスト９国防相会合 

チャプトヴィチ外相，アイスランドを訪問 

チャプトヴィチ外相，ＥＵ外相理事会に出席 

モラヴィエツキ首相，特別欧州理事会に出席 

【お
願
い
】３
か
月
以
上
滞
在
さ
れ
る
場
合
，
「在
留
届
」を
大
使
館
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
大
規
模
な
事
故
・災
害
等
が
発
生
し
た
場
合
，
所
在
確
認
・救
援
の
根
拠
と
な
り
ま
す
。 

問
合
せ
先:

大
使
館
領
事
部 

電
話
２
２ 

６
９
６ 

５
０
０
５ 

F
ax 

５
０
０
６ 

各
種
証
明
書
，
在
外
投
票
，
旅
券
，
戸
籍
・国
籍
関
係
の
届
出
に
つ
い
て
も
ど
う
ぞ
。 

治安等 
ポーランド・ウクライナ国境から密入国を試みた中東系移民らの拘束 

アフガニスタン人密入国者の拘束 

タクシー運転手がＵｂｅｒ等への規制を求め抗議活動を実施 

ワルシャワ中心部で外国人暴行事件が発生 

不法移民あっせん業者の摘発 

ワルシャワ市内中心部の教会で殺傷事件が発生 

ワルシャワ市内の路上で刺殺事件が発生 

経済 
コヴァルチク環境大臣，欧州の気候政策について発言 

アルダノフスキ農業大臣，家畜管理にイノベーションを活用する方針を示す 

世界銀行によるポーランドの経済見通し 

ＩＭＦによるポーランド経済見通し 

ＥＵ予算の使途に関する検討動向 

ポーランドと中国の鉄道貨物の動向 

ポーランド人の仕事における満足度 

電気料金上昇抑制法案に関する動向 

将来的なエネルギー価格の動向 

国営エネルギー企業ＰＧＥ社における太陽光発電への投資 

ポーランド・エネルギー動向 

大使館からのお知らせ  

長期滞在を目的にシェンゲン協定域内国に渡航する際の注意 

欧州でのテロ等に対する注意喚起 

「たびレジ」への登録のお願い 

パスポートダウンロード申請書の御案内 

平成３１年度前期分教科書の配布に関する御案内 

日本国内の不動産登記手続に要する署名証明について 

国際機関への就職に関心がある皆様へ 

大使館広報文化センター開館時間 

文化行事・大使館関連行事 

在ポーランド日本国大使館 

ul. Szwoleżerów ８， ００-４６４ Warszawa Tel:+４８ ２２ ６９６ ５０００ http://www.pl.emb-japan.go.jp 
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政    治 

 

与党「法と正義」党大会の開催【６日】 

６日， 与党「法と正義」（ＰｉＳ）は，マゾヴィツキエ

県のカジドウォにて党大会を開催し，カチンスキ党首

は同大会にて，ポーランドの農業には極めて大きな

潜在力があり，ＥＵで農村部を始めとするポーランド

の利益獲得に向けて闘うため，欧州議会選挙が重

要であると述べた。また，同党首は，次期ＥＵ多年度

予算を財源に，乳牛１頭あたり５００ズロチ，家畜豚１

頭あたり１００ズロチの補助金を農家に支給する農

業支援政策を発表した。 

 

欧州議会選挙に向けた「欧州連立」の党大会の開催

【６日】 

６日，欧州議会選挙に向けた選挙連合である欧州

連立（ＫＥ）は，ワルシャワにて結成後グループとして

初となる党大会を開催した。スヘティナ市民プラット

フォーム（ＰＯ）党首は，ＫＥのスローガンとして「ポー

ランドの将来，大きな選択」を掲げ，今次欧州議会選

挙は，強い欧州における民主主義的なポーランドか，

ＥＵ離脱につながる政党国家の選択であると述べ

た。 

 

教員労働組合による全国ストライキの開始【８日】 

７日夜，ポーランド教員労働組合（ＺＮＰ）のブロニ

ャシュ代表は，賃上げや勤務条件の改善等を求める

交渉で政府と合意に至らず，８日より無期限ストライ

キを実施する旨宣言し，翌８日８時より国内全土でス

トライキが開始された。８日，コペチ国民教育副大臣

は，同日１２時時点で国内の４８．５％の学校及び教

育機関でストライキが実施されている旨発表した。他

方９日，ＺＮＰは，ストライキに参加している学校は７

４％以上にのぼると発表した。 

 

モラヴィエツキ首相による内閣改造に関する発言【９

日】 

 ９日，モラヴィエツキ首相は，国営放送の TVP info

において，内閣改造を欧州議会選挙の実施される５

月２６日か遅くともその一週間以内に行うと発言した。

 

 

モラヴィエツキ首相，リトアニアを訪問【４日】 

 ４日，モラヴィエツキ首相はリトアニアを訪問し，ス

クバルネリス首相と，同国在住ポーランド人の状況，

安全保障，ＥＵ関連諸問題について協議した他，カ

チンスキ元大統領の記念碑の除幕式に参加した。モ

ラヴィエツキ首相はまた，同国に駐留するポーランド

軍兵士とも面会した。 

 

ポルトガル国防相のポーランド来訪【４日】 

 ４日，クラビンコ・ポルトガル国防相が，ポーランド

を訪問し，ブワシュチャク国防相と会談した。同会談

においては，東欧における安全保障環境及びバルト

地域において両国が共同ミッションを遂行しているバ

ルト地域空域警戒任務等について意見交換された。 

 

ブカレスト９国防相会合【４－５日】 

 ４－５日，ワルシャワにおいてブカレスト９国防相会

合が開催され，Ｂ９国（ポーランド，チェコ，スロバキ

ア，ハンガリー，エストニア，ラトビア，リトアニア，ル

ーマニア及びブルガリア）国防相が同会合に参加し

た。同会合においては，ＮＡＴＯ及びＥＵの枠組み及

び米国との協力の中で如何に脅威に対抗するかが

議論され，抑止力・対処力の向上，常設協力枠組み

（ＰＥＳＣＯ），欧州基金及び国境を跨いだ軍の移動

等について意見が交わされた。また，２日目におい

ては，ルーマニア国防相とバイ会談を行い，前方強

化プレゼンス（ｅＦＰ）及び前方反応プレゼンス（ｔＦＰ）

等について意見が交わされた。ブワシュチャク国防

相は，共同会見において，同会談では，両国の利益

となる協力について議論することができたとして，東

欧地域の安定化に繋がる両国の良好な関係を維持

する重要性について強調した。 

 

チャプトヴィチ外相，アイスランドを訪問【５－６日】 

 ５－６日，チャプトヴィチ外相はアイスランドを訪問

し，ヨハネソン大統領に対し，同国在住ポーランド人

に対する友好的な環境の提供に関し謝意を表明した。

同外相はトールダルソン外相とも会談し，両外相は，

良好な二国間関係に対して満足していると述べると

共に欧州政策及びバルト海諸国理事会等の地域枠

組みにおける協力について協議した。 

 

チャプトヴィチ外相，ＥＵ外相理事会に出席【８日】 

 ８日，チャプトヴィチ外相は，ルクセンブルクで開催

されたＥＵ外相理事会に出席し，東方パートナーシッ

プ，アフガニスタン，ベネズエラ等に関する議論を行

った。同外相は，５月１３日に創設１０周年を迎える

東方パートナーシップについて，ロシアのウクライナ

侵攻等にもかかわらず成果を出してきたとし，更なる

発展が必要であると強調した。 

 

モラヴィエツキ首相，特別欧州理事会に出席【１０

日】 

 １０日，モラヴィエツキ首相は Brexit に関する特別

内  政 

外交・安全保障 
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欧州理事会に出席するためブリュッセルを訪問した。

同首相は，ポーランドにとって最も重要なことは，英

国に居住する同胞の利益を守ることである旨述べ

た。 

 

治    安    等 

ポーランド・ウクライナ国境から密入国を試みた中東

系移民らの拘束【８日】 

 国境警備隊は，ポーランド・ウクライナ間のいわゆ

るグリーンボーダーを超えて密入国を計ったとしてト

ルコ人及びボスニア人を拘束した。同グループは，ド

イツを拠点に密入国をあっせんするトルコ人業者と

結託し，徒歩で国境を越え，ポーランド側で車で待ち

構えている業者と合流する手はずであったとされ，

国境警備隊は，車で待機していた業者２人も同時に

拘束した。 

 

アフガニスタン人密入国者の拘束【８日】 

 ８日，国境警備隊は，シロンスキエ県ビエルスコ・ビ

ャワでセルビアからポーランドに貨物を輸送するトラ

ックに潜んで密入国を試みたアフガニスタン人３人を

拘束した。容疑者はセルビアで密入国あっせん業者

の支援を受けてトラックに密航し，最終目的地はフラ

ンスであった旨供述している。 

 

タクシー運転手がＵｂｅｒ等への規制を求め抗議活動

を実施【８日～】 

 ８日，タクシー会社の運転手が，ワルシャワ，クラク

フ，ウッチ等でＵｂｅｒなどの個人車両乗合サービスへ

の規制強化を求め抗議活動を実施し，デモ隊がＳ２，

Ｓ８等ワルシャワ周辺の高速道路の交通を妨げたこ

とにより大規模な渋滞が発生した。デモ主催者は，

今時抗議活動は，タクシー運転手によるものとして

は過去最大規模と発表しており，地方のタクシー運

転手もワルシャワでの抗議活動に合流したとしてい

る。同抗議活動は，翌９日にも継続して実施された

が，政府側がタクシー業界の権利を保護し，運輸法

改正案を修正することに同意したことを受けて，いっ

たん収束した。なお，タクシー運転手側は，要求が具

現化するまで抗議活動を継続する構えを見せてい

る。 

 

ワルシャワ中心部で外国人暴行事件が発生【９日】 

 ９日夜１１時ころ，ワルシャワ市内中心部の文化科

学宮殿付近で，コンゴ人男性が若いポーランド人男

性２人に差別的な暴言を浴びせられた上で暴行され，

催涙スプレーを吹きかけられる事件が発生した。犯

人２人は酒に酔っていたとされ，事件発生直後に周

辺をパトロール中の警察官に拘束された。 

 

不法移民あっせん業者の摘発【１０日】 

 １０日，国境警備隊は，ポドカルパツキエ県コルチョ

バの国境検問所で，ＥＵ域内で不法移民をあっせん

した容疑でウクライナ人男性を拘束した。容疑者は

シェンゲン情報システム（ＳＩＳ）上で指名手配されて

おり，オーストリアからイタリアへの不法移民あっせ

んに関与した容疑があるとされる。 

 

ワルシャワ市内中心部の教会で殺傷事件が発生【１

１日】 

 １１日夕方，ワルシャワ市内中心部の教会で男性

が暴漢に襲撃され死亡した。同男性を助けようとした

教会の聖職者１人も襲撃されて負傷し，病院に搬送

された。容疑者は既に警察に拘束されている。なお，

死亡した男性は，聖職者の親族とされる。 

 

ワルシャワ市内の路上で刺殺事件が発生【１１日】 

 １１日夕方，ワルシャワ市内の路上でポーランド人

男性が刃物で複数回刺され死亡した。容疑者は若

いポーランド人男性で，付近の路上で警察に拘束さ

れた。事件当時，容疑者は酒に酔っていたとされ，

警察が動機等を調べている。 

 

 

コヴァルチク環境大臣，欧州の気候政策について

発言【５日】 

コヴァルチク環境大臣は，欧州の気候政策に関

し，各国の個別の事情を勘案する必要があると述

べた。同大臣は，欧州委員会が２０１８年１１月に

発表した２０５０年までに欧州の気候中立を実現す

るための長期戦略「全ての人々にクリーンな地球

を」は野心的な試みとし，気候政策の推進により，

職に不安を抱く人々のことを忘れてはならないと述

べた。また，同大臣は，ポーランドは欧州のエネル

ギー分野の漸進的変化の支持者であるが，持続

可能な方法で進められるとともに，各国の個別の

事情を尊重したものであるべきとした。 

 

アルダノフスキ農業大臣，家畜管理に新技術を活

用する方針を示す【６日】 

アルダノフスキ農業大臣は，ポーランドは家畜の

誕生から処理まで特別なチップによる管理を行う，

革新的なシステムを世界で初めて導入する国の一

つになる見込みと述べた。同システム導入により，

経    済 

経済政策 
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食品偽装の防止等に繋がることが期待されてい る。 

 

 

世界銀行によるポーランドの経済見通し【５日】 

世界銀行は，ポーランドの経済成長率について，

２０１９年は４．０％，２０２０年は３．６％，２０２１年

は３．３％となるとの見通しを発表した。財政赤字

の対GDP比については，２０１９年は１．４％，２０２

０年は１．６％に上昇すると予測している。欧州経

済の低迷により，ポーランドの経済成長は鈍化す

るが，民間消費，公共消費及び投資に下支えされ

ると予測される。政府が発表した社会政策実施の

ための歳出の増加は，ポーランドの経済発展を加

速させるものの，財政赤字が拡大すると指摘した。

その他，労働力不足や景気循環による財政への

影響，国際的な要因がポーランド経済の主なリスク

要因として挙げられた。 

 

ＩＭＦによるポーランド経済見通し【９日】 

国際通貨基金(ＩＭＦ)は，ポーランドの２０１９年の

経済成長率の見通しを，当初予測の３．５％から３．

８％に上方修正した。また，物価上昇率予測を２．

８％から２．０％に下方修正した。 

 

ＥＵ予算の使途に関する検討動向【４日】 

クフィエチンスキ投資・開発大臣は，欧州委員会

との間で２０２０年以降のＥＵ予算に関する非公式

協議を行っていると述べた。同大臣は，欧州委員

会は既にポーランドの２０２０年以降の投資プロジ

ェクトに関して，優先順位を付けているが，ポーラン

ド側としては国の主要目的に応じた調整が必要と

述べた。さらにポーランドが重点的に取り組むべき

分野として，道路・鉄道ネットワーク，中央空港，研

究開発，天然ガス，空港セキュリティの強化等をあ

げている。 

 

ポーランドと中国の鉄道貨物の動向【９日】 

中国鉄路総公司傘下の中国鉄道エキスプレス

公司は，３月２９日に中国・成都とポーランド・ウッ

チ間の貨物輸送路線を開設したと発表した。カザフ

スタン，ロシア，ベラルーシを経由し，総距離は約１，

０００Ｋｍとなる。配送日数は海路２８日間に対して

鉄路１４日間で配送され，配送料金はほぼ同額と

なる。 

 

ポーランド人の仕事における満足度【１０日】 

人材サービス会社 Randstad の調査によれば，７

９％のポーランド人が自分の職に満足していると回

答した。同調査において過去最高となっている。現

在の職への満足度の上昇は，転職の減少につな

がっており，在職者のうち４９％は別の職を探して

おらず，積極的に探しているのは１１％とされてい

る。 

 

 

電気料金上昇抑制法案に関する動向【４日】 

電気料金上昇に伴う電力会社の損失補填の法

律に関して，企業・技術省等からは，電力会社の

個々の事情や特性が考慮されていないと懸念され

ている。実際の電力会社の損失が反映されていな

いとの声も出ている。その影響として，電力業者に

よる契約解除や倒産等も懸念されている。 

 

将来的なエネルギー価格の動向【８日】 

トフジェフスキ・エネルギー大臣は，２０４０年まで

に電源構成に占める原発比率を１０％と試算する

と述べた。また，２０２０年以降のエネルギー価格

に関してＥＵの環境政策により同価格は５０％上昇

すると述べ，企業競争力や家計への影響を考慮す

れば，急激な上昇は受け入れられないと述べた。 

 

国営エネルギー企業ＰＧＥ社における太陽光発電

への投資【１０日】 

国営エネルギー企業ＰＧＥ社のヴァシウェク副社

長は，今後数年間で太陽光発電への投資（２，５０

０ＭＷ相当）を行うと述べた。また，バルト海沖にも

風力発電の投資（２，５００ＭＷ相当）を予定してお

り，同社の発電構成に占める再エネ割合を現行の

８．７％から１０年後に２５％に引き上げたいと述べ

た。 

 

ポーランド・エネルギー動向【１０日】 

ポーランドのエネルギーシンクタンク Forum 

Energii がまとめた報告書によれば，２０１８年のポ

ーランドの発電シェアにおける石炭及び褐炭の２０

１８年の割合は７８．２％で，２０１７年（７８．４％）と

ほぼ同程度であった。なお，ポーランドの２０１８年

マクロ経済動向・統計 

ポーランド産業動向 

エネルギー・環境 
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の石炭輸出量は過去１５年間で最低となっている。

ガス発電の割合は７％超で，２０１７年の５．６％か

ら上昇した。また，ガスについては国内生産が需要

量の２１％をまかなっており，残りはロシア（５１．

８％），ドイツ（１７．８％），カタール（７．９％）等から

輸入している。再生可能エネルギーの割合は１２．

７％で，２０１７年（１４．１％）から減少した。ドンブロ

フスキ・エネルギー副大臣は，同報告に関し，再生

可能エネルギー等の目標設定をすることは容易で

あるが，目標を実現することは容易ではない。重要

なのは，エネルギー安全保障と経済性を考慮し，

二酸化炭素排出量の削減と経済成長を両立させ

ることと述べた。

 

長期滞在を目的にシェンゲン協定域内国に渡航する際の注意 

最近，ドイツ以外のシェンゲン協定域内国に長期滞在を目的と申告した邦人が，経由地であるドイツでシェンゲ

ン協定域内への入国審査を受ける際に入国管理当局から（１）最終滞在予定国の有効な滞在許可証，（２）ドイ

ツ滞在法第４条のカテゴリーＤ査証（ナショナル・ビザ），又は（３）同Ｄ査証に相当する滞在予定国の長期滞在

査証の提示を求められ，これを所持していないために入国を拒否される事例が発生しております。 

 このため，現地に到着してからの滞在許可証取得を予定し，最初にドイツ入国を予定している場合には，注

意が必要です。 

 ドイツ以外の国では同様の事例は発生しておりませんが，シェンゲン協定域内国での長期滞在を目的に渡航

する場合には，滞在国及び経由国の入国審査，滞在許可制度の詳細につき，各国の政府観光局，我が国に

存在する各国の大使館等に問い合わせるなどし，事前に確認するようにしてください。詳しくは下記リンク先を

御覧ください。 

http://www.anzen.mofa.go.jp/c_info/oshirase_schengen_２.html 

（注）：シェンゲン協定とは，シェンゲン協定加盟国の域外から同加盟国域内に入る場合，最初に入域する国に

おいて入国審査が行われ，その後のシェンゲン協定域内の移動においては原則として入国審査が行われない

といった協定です。 

○シェンゲン協定域内国（２０１９年３月現在）：２６か国 

アイスランド，イタリア，エストニア，オーストリア，オランダ，ギリシア，スイス，スウェーデン，スペイン，スロバキ

ア，スロベニア，チェコ，デンマーク，ドイツ，ノルウェー，ハンガリー，フィンランド，フランス，ベルギー，ポーラン

ド，ポルトガル，マルタ，ラトビア，リトアニア，ルクセンブルク，リヒテンシュタイン 

 

欧州でのテロ等に対する注意喚起 

欧州では，「イラク・レバントのイスラム国」（ＩＳＩＬ）の台頭以降，一般市民等のソフトターゲットを標的としたテ

ロが相次いで発生しており，今後も更なるテロの発生が懸念されます。 

観光客やイベント等を標的とするテロに警戒する必要があることに加え，イベント等の警備のため手薄となっ

た他の都市でのテロの実行も懸念されます。以上を踏まえ，以下のテロ対策をお願いします。 

（１）外務省が発出する海外安全情報及び現地報道等で最新の治安情勢等の関連情報の入手に努めるととも

に，日頃から注意を怠らないようにする。 

（２）以下の場所がテロの標的となりやすいことを十分認識する。 

観光施設，観光地周辺の道路，記念日・祝祭日等のイベント会場，レストラン，ホテル，ショッピングモール，ス

ーパーマーケット，ナイトクラブ，映画館等人が多く集まる施設，教会・モスク等宗教関係施設，公共交通機関，

政府関連施設（特に軍，警察，治安関係施設）等。  

（３）上記（２）の場所を訪れる際には，周囲の状況に注意を払い，不審な人物や状況を察知したら速やかにそ

の場を離れる，できるだけ滞在時間を短くする等の注意に加え，その場の状況に応じた安全確保に十分注意

を払う。 

（４）現地当局の指示があればそれに従う。特にテロに遭遇してしまった場合には，警察官等の指示をよく聞き

冷静に行動するように努める。 

（５）不測の事態の発生を念頭に，訪問先の出入口や非常口，避難の際の経路，隠れられる場所等についてあ

らかじめ入念に確認する。 

詳しくは下記リンク先を御覧ください。 

http://www.anzen.mofa.go.jp/ 

 

「たびレジ」への登録のお願い 

大使館からのお知らせ 

http://www.anzen.mofa.go.jp/c_info/oshirase_schengen_2.html
http://www.anzen.mofa.go.jp/
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３か月以上海外に滞在する方は在留届の提出を，３か月未満の場合は「たびレジ」への登録を必ず実施して

ください。渡航先の最新安全情報や，緊急時の大使館又は総領事館からの連絡を受け取ることができます。ま

た，家族や友人，職場等に日程や渡航先での連絡先を伝えておくようにしてください。 

下記リンク先から「たびレジ」に登録することができます。 

https://www.ezairyu.mofa.go.jp/tabireg/ 

 

パスポートダウンロード申請書の御案内 

２０１７年１月４日から，パスポートダウンロード申請が開始されています。日本国外でパスポート申請を行う

方は，御自宅などでこれらの申請書をダウンロードし，必要事項を入力・印刷することで，パスポートの申請書

が作成できるようになります。詳しくは，下記リンク先を御覧ください。 

http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/passport/download/top.html 

 

平成３１年度前期分教科書の配布に関する御案内 

在ポーランド日本国大使館では，ポーランド在住で平成３０年９月末日までに大使館に「在留届」を提出して

いる邦人子女を対象に，日本の小，中学生用の教科書（平成３１年度前期分）を配布しています。 

御希望の方は『教科書申込書』を入手の上，該当事項を記入して，下記の申込先に送付してください。ワル

シャワ日本人学校の児童，生徒（入学予定者を含む）については，同校を通じて配布いたしますので，申し込み

の必要はありません。なお，教科書自体は無償ですが，郵送による受取りを希望される方については，大使館

（ワルシャワ市）から「着払い」にて送付するため送料が発生します。あらかじめ御了承ください。 

  

教科書申込書のリンク：http://www.pl.emb-japan.go.jp/konsulat/kyoukasho３１.１semester.pdf 

申込先：cons@wr.mofa.go.jp（E メールの場合） 

２２-６９６-５００６（FAX の場合） 

ul. Szwoleżerów ８， ００-４６４ Warszawa（郵送の場合） 

 

日本国内の不動産登記手続に要する署名証明について 

本邦の登記所における不動産登記手続において，その登記申請のための委任状や利害関係人の同意書

等に対し，海外に居住しているため印鑑証明書を提出できない在留邦人（日本国籍者）の方については，居住

地を管轄する日本国大使館・総領事館等において発行する署名証明のほか，居住国（地）の公証人や判事

（以下，公証人）が作成した署名証明でもよいこととされています。 

なお，居住国（地）の公証人が作成する署名証明の書式は任意（外国語文でも可）ですが，その内容として，

公証人の面前で貼付け書類（委任状等，登記手続関係書類）に当該人が署名（署名は日本文字又はローマ字

の何れか，あるいはこれらを併記したもので可）したことが明記され，当該人の氏名，生年月日（西暦で可）及

び有効な日本国旅券の番号，証明書の発行日・発行番号，公証人の官職・氏名・署名が記載されること，書類

の貼付け部分に公証人による契印がなされることを確認してください。また，登記所に提出する際は，当該署

名証明の記載内容の和訳（書式及び翻訳者は任意）を付す必要があります。 

詳細につきましては，法務省ウェブサイトの「外国に居住しているため印鑑証明書を取得することができない

場合の取扱いについて」（http://www.moj.go.jp/MINJI/minji０５_００３４６.html）を御覧いただくか，当該不動産

の所在地を管轄する登記所（法務局・地方法務局，またはそれらの支局・出張所）に直接御照会ください。 

 

国際機関への就職に関心がある皆様へ 

 在ポーランド日本国大使館では，国際機関への就職に関心がある日本人の方を対象に，外務省国際機関人

事センター作成の資料を配付しています。御希望の方は，大使館広報文化センターへお問い合わせください。 

 

〔お知らせ〕大使館広報文化センター開館時間 

月曜日 ９:００ – １９:００ 火曜～金曜日  ９:００ – １７:００ 

 

当センターでは，日本関連行事や各種展示のほか，マンガコーナーを含む書籍の閲覧，本・ＣＤ・ＤＶＤ等の貸

出しを行っています。 

イベント情報：https://www.facebook.com/JapanEmb.Poland 

 

問合せ先：在ポーランド日本大使館広報文化センター（電話： ２２-５８４- ７３ ００ ，E メール：

info-cul@wr.mofa.go.jp，住所：Al. Ujazdowskie ５１, Warszawa） 

https://www.ezairyu.mofa.go.jp/tabireg/
http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/passport/download/top.html
http://www.pl.emb-japan.go.jp/konsulat/kyoukasho31.1semester.pdf
mailto:cons@wr.mofa.go.jp
http://www.moj.go.jp/MINJI/minji05_00346.html
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月曜日 ９:００ – １９:００ 火曜～金曜日  ９:００ – １７:００ 

 

文化行事・大使館関連行事 
  

〔開催中〕 ポフシン植物園での日本月間 【３月２３日（土）～５月５日（日）】  

ワルシャワにて，ポーランド科学アカデミーの植物園・ポフシン生物多様性保全センター主催による『ポフシン

植物園での日本月間』が開催中です。日本に関する写真展，折り紙・書道ワークショップ，苔玉・わびくさ・生け

花ワークショップ，着物デモンストレーション，日本食フェスティバルなどが予定されています。 

開催場所：ワルシャワ，ポフシン植物園，ul. Prawdziwka 2 

詳細：https://www.ogrod-powsin.pl/ 

 

〔開催中〕 藝展 【４月９日（火）～２１日（日）】  

ワルシャワにて，藝展実行委員会主催による現代日本アーティストによる美術展覧会『藝展』が開催中です。 

開催場所：ワルシャワ，ヴィラヌフポスター美術館，Stanisława Kostki Potockiego 10/16 

詳細：http://www.postermuseum.pl/wystawy/gei-ten-tradycja-i-wspolczesnosc,76.html 

 

〔開催中〕 国際会議 「コーポレート・ガバナンス，有効性及び企業の社会的責任」  【４月１２日(金) ～１３日

（土）】 

 ウッチ市にて，八雲琴クラブ協会主催による『国際会議 「コーポレート・ガバナンス，有効性及び企業の社

会的責任」』が開催されます。日本・ポーランドの経済に関する講演が予定されています。 

開催場所：ウッチ市，ウッチ大学社会経済部，ul. Rewolucji 1905 r. 39/41 

詳細：http://www.yakumo-goto.pl/ 

 

〔予定〕 日本映画上映会 【４月１３日（土）】  

ワルシャワのスタロミエイスキ文化センターにて，日本映画上映会が開催されます。入場は無料です。 

上映スケジュール： 

４月１３日 １７：００ 幼獣マメシバ （２００９年） 

開催場所：ワルシャワ，スタロミエイスキ文化センター，Ｒynek Starego Miasta 2 

詳細：http://www.sdk.pl/ 

 

〔予定〕 第２回日本のゲームフェスティバル 【４月１３日（土） １２：００～１８：００】  

ワルシャワにて，日本の大衆文化愛好家協会「アニマツリ」主催による『第２回日本のゲームフェスティバル』

が開催されます。碁，麻雀，花札，剣玉などのワークショップが予定されています。 

開催場所：ワルシャワ，Fabryczna 1/3 

詳細：https://www.facebook.com/events/287083088633036/ 
 
〔予定〕 第１３回日本文化デー 【４月２７日（土）～２８日（日）】  

ウッチにて，八雲琴クラブ協会主催による『第１３回日本文化デー』が開催されます。日本についての講義，武

道デモンストレーション，様々なワークショップが予定されています。 

開催場所：ウッチ，ウッチ大学社会経済部，Rewolucji 1905 r. 39/41 

詳細：http://yakumo-goto.pl/ 

 

〔予定〕 第７回日本文化祭 【５月１０日（金）～１５日（水）】  

ティヒにて，ティヒ市第２番青少年文化会館主催による『第７回日本文化祭』が開催されます。武道デモンスト

レーション，または茶道，書道，風呂敷，生け花，着物などに関する講演会が予定されています。 

開催場所：ティヒ，ティヒ市第２番青少年文化会館，ul. Elfów 56 

詳細：http://www.mdk2tychy.pl/ 
 

〔予定〕 藤間蘭黄・桜井多佳子によるレクチャー付き日本舞踊公演 【５月１４日（火） １９：００】  

ヴロツワフにて，国際交流基金ブダペスト日本文化センターおよび在ポーランド日本国大使館主催による『藤

間蘭黄・桜井多佳子によるレクチャー付き日本舞踊公演』が開催されます。入場料は無料です。 

開催場所：ヴロツワフ，Ｉｍｐａｒｔ，Mazowiecka 17 

https://www.ogrod-powsin.pl/
http://www.postermuseum.pl/wystawy/gei-ten-tradycja-i-wspolczesnosc,76.html
http://www.yakumo-goto.pl/
http://www.sdk.pl/
https://www.facebook.com/events/287083088633036/
http://yakumo-goto.pl/
http://www.mdk2tychy.pl/
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〔予定〕 藤間蘭黄・桜井多佳子によるレクチャー付き日本舞踊公演 【５月１７日（金） １９：００】  

ワルシャワにて，国際交流基金ブダペスト日本文化センターおよび在ポーランド日本国大使館主催による『藤

間蘭黄・桜井多佳子によるレクチャー付き日本舞踊公演』が開催されます。入場料は無料です。 

開催場所：ワルシャワ，Dom Kultury Świｔ，Wysockiego 11 

 

本資料は，ポーランドの政治・社会情勢を中心に，各種報道をとりまとめたものです。 

報道をベースにしておりますので，記載事項の信頼性については責任を負いかねます。 

記載事項は在ポーランド日本国大使館の見解を示すものではなく， 特定の団体・個人の利益を代表するもの

ではありません。 

皆様からの情報提供をお待ちしています 

大使館では，読者の皆様に幅広くポーランドの情報をお伝えするため，皆様からの情報をお待ちしています。社

会・生活情報やお勧めのイベント，困ったことなど，皆様に伝えたいと思われる情報があれば，下記のアドレスまで

御連絡ください。（営利目的など，内容によっては対応できかねる場合もありますので御了承ください。） 

 

【お問い合わせ・配信登録】 

本資料は，ポーランドに関心のある方であれば誰でも受け取ることができます。 「新たに配信を受けたい」，「送

付先Ｅメールアドレスを変更したい」，「配信を停止したい」等の依頼につきましては，下記のＥメールアドレスまで

御連絡ください。大使館ウェブサイト（http://www.pl.emb-japan.go.jp/index_j.htm）も併せて御覧ください。 

 

本資料に関する問い合わせ E メールアドレス（newsmail@wr.mofa.go.jp） 

mailto:在ポーランド日本国大使館newsmail@wr.mofa.go.jp

